
る
こ
と
に
よ
っ
て
絞
る
mm答
を
て
ん
総

統
忽
皮
官
官
相
場
え
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
会
で
は
、
役
員
安
絞
糊
臓
、
4
ヨ
彰
脚
摘
出
百
行
歯
学
の
僚
機
後
立
て
て

す
る
が
時

い

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

市

で

は

、

滋

護

主

要

議

弱

、

重

襲

雲

雀

重

要

〉

E
R
E
-

安
似
し
て
訟
綴
り
か
ら
鷲
敷
内
灘
織
奉
仕
紘
絞
め
住
民
活
黙
が
件
、
殺
る
よ
一
言
、
保
険
会
社
と
タ

d
f
l
i

・拙帆嚇覇者
4
名
に
つ
慾
・
2
0
9
0
万

イ
少
ツ
ブ
し
て
伎
燦
滋
畿
災
害
保
障
銀
総
綴
殿
夜
取
り
入
れ
て
い
惑
す
領
不
幸
に
し
て
滋
動
中
記
事

問

(
1
事
・
救
い
っ
き
1
出
回
m
門
が
幅
削
絞
)

絞
ガ
起
き

E
L仏
教
は
、
お
8
以
内
に
響
曲
思
議
告
審
後
縫
泌
し
で
く
だ
さ
い
。
阪
線
広
耐
描
諜

支
払
わ
れ
る
保
険
金
は
、
問
機
擦
問
蹄
脱
出

仲
間
民
話
融
制
災
準
品
開
隊
機
臨
機
は
、
住
民
件
、
だ
た
だ
し
銀
行
は
除
勧
付
ふ
幸
。
ム
結
〈
治
機
蛸
民
且
守
)
緊
総
柚
間
帯
職
時
拭
一
沼
.
訴

吋

部

動

中

の

事

紋

を

で

き

る

怒

り

広

〈

紋

訟

楠

岡

田

揖

等

で

す

傷

饗

保

険

済

し

、

総

動

的

活

後

作

仰

を

綴

る

た

め

に

公

仲

間

協

糊

霞

管

建

際

線

榔

開

銀

保

時

間

協
柑
mw
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
献
度
捻
導
者
等
や
事
級
殺
が
、
急
融
か
っ

で
す
ロ
昭
和
的
脳
部
品
胤
ま
で
に
1
9
8件
佃
腕
然
な
外
来
的
感
放
に
よ
っ
て
死
亡
も
市
内
所
お
ナ
る
各
機
施
設
弱
体
的
憾

の
事
紋
ψ
投
機
。
間
唱
和
田
年
榊
械
を
え
る
し
く
は
削
閥
復
令
稔
っ
た
場
合
的
係
険
偽
造
上
的
欠
陥
為
る
い
は
符
線
上
的
不
織

と
、
事
故
件
数
は
山
田
仲
件
、
、
約
2
8
0

品
日
銀
縁
議
綴
が
桜
田
闘
で
生
じ
た
稿
料
航
に
よ
り
、
法
律

万
内
の
保
険
金
が
交
付
仏
わ
れ
ま
し
た
e

e

死
亡

2
2
0
0
方

向

上

負

担

す

る

綴

俄

資

伝

を

て

ん

繍

ψ
る

事
紋
原
燃
は
ス
ポ

1
ソ
活
動
中
の
も
の
・
後
波
線
機

6
万
5
2
0
0
W
M
m門
田
博
没
。

が
タ
ダ
く
、
事
故
内
税
制
体
数
で
は
、
捻
参
入
統
一
日
額
)
:
1
5
0
0
同
門
(
事
絞
殺
係
湾
金
薮

山
鳩
礎
部
件
‘
品
官
協
判
e
ヒ
ピ
i
M然
、
彼
自
か
ら
1
8
0
績
が
総
出
品
)
秒
間
観
盟
吉
轡
T
哨
怖
に
つ
き
・
1
2
0
0
6
V
M

M

問
・
裂
権
問
i
?件
内
綴
に
令
つ
ど
い
ま
・
添
附
例
m
m
時制側
γ
1
0
0
0
m門
(
事
故

m円

(
I
W静
徐
に
つ
き
1
織
的
が
限
度
)

す
ω

n

M

か
ら
1
8
0
8醐問
T
袋
詰
教
師
日
が
支
払
わ
れ
る
保
険
食
は
、
同
開
害
賠
償

こ
の
保
体
慨
は
、
傷
議
品
開
設
、
対
人
山
間
経
凌
)
会
(
治
僚
資
簿
可
繁
急
情
相
臨
時
間
関
宅
総

様
車
拭
緩
徐
険
、
公
共
線
設
相
防
総
帥
州
俗
資
入
後
、
通
路
傑
険
金
に
つ
い
て
は
、
判
仙
波
間
琳
等
件
、
す
。

付
関
係
倹
言
葉
か
ら
を
て
お
り
、
義
的
立
ら
起
算
し
て
7
5
経
退
後
期
霊
祭
商
肉
食
材
一
先

係
険
内
務
は
下
創
仙
の
と
お
り
で
す
。
同
摘
も
な
お
ケ
が
を
殺
っ
た
参
汲
者
支
身

v
g渦
思
議
鈴
等
は
広
報
広
務
総
総
務

滋
中
、
一
小
幅
中
立
し
て
事
故
が
続
生
し
た
体
が
入
隊
‘
逸
駒
田
内
状
態
に
あ
る
場
合
係
官
〈
制
)
1
1
1
1

ら
、
初
日
以
内
に
山
間
体
代
前
説
者
名
に
ょ
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

wv
社
会
議
従
活
動
等
は
…
商
社
謀
、
躍
ゑ

り

各

総

忠

清

綱

相

ヘ

議

品

脱

却

報

告

替

を

後

山

似

し

課

宮

(

時

)
1
1

相
同
人
銭
償
費
径
出
部
隊

て
〈
だ
幸
い
。
事
故
朗
報
血
管
数
は
広
繋
民

V
慾
姦
警
部
母
国
語
V

は
数
葉
覧
会
社

総
糊
叫
ん
仏
時
時
停
に
爵
寂
し
て
あ
り
ま
す
"
参
加
者
ま
た
は
務
次
翁
内
生
命
、
身
余
数
脊
諜
官
〈
部
)
1
1
5
1

な
お
、
き
そ
い
つ
、
住
民
総
体
と
体
に
担
問
宣
言
母
、
え
後
遺
体
や
綴
勘
苓

vス
不
タ
浴
動
盟
主
体
管
線
復
州
民

は
、
占
ゃ
ん
た
る
活
動
拠
点
を
ゆ
巾
内
に
官
官
し
、
等
が
、
淡
地
路
上
の
抽
出
後
爽
何
院
を
負
担
す
体
符
線
的
)
宮
(
肝
)
1
1
5
5

機
成
制
闘
い
か
5
人
以
上
で
、
市
が
認
め
る

開凶体
e

ま
た
、
然
災
治
動
と
は
、
住
問
問
問
問

体
が
綿
織
酬
で
一
斐
宮
町
総
絞
め
向
上
の

た
め
に
行
う
事
業
ま
た
は
治
動
の
こ
と
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司
募
集
毅
穂
、
民
験
・
内
務
等

我
孫
下
館
で
は
、
平
成

e

括
部
7

湾
問
時
期
予
定
者
脅
し
ふ
蜘
滅
的
と
お
り

募
集
し
ま
ず
。

ま
た
、
肺
降
客
者
の
緩
出
制
約
後
退

絡
に
関
す
る
法
律
的
繊
同
聞
に
基
づ

き
、
上
訴
に
よ
る
戦
様
、
採
用
予

定
人
灘
、
受
験
資
格
、
試
験
内
容

で
、
次
的
一
線
件
多
品
楠
た
す
身
体
総

事
情
殺
の
カ
も
合
わ
せ
て
線
終
し
ま

す倫同
国
自
力
に
よ

η
滋
齢
制
が
で
き
‘
か

つ
分
線
設
な
し
に
馳
柏
町
都
議
行
が
一
円

総

JF4告
m
w品出咋マピg制
例
文
に
よ
る
山
山
財
閥
に
仙
川

'v
申
繍
制
問
削
問

た
時
か
ら
一
年
以
内

V
申
務
資
格
戦
放
の
あ
っ
た
日
に
同

我
孫
子
指
に
品
民
間
内
壁
臨
時
L
て
あ
る
人
e

一

た
だ
し
‘
災
導
者
約
飲
機
運
転
‘
無
一

免
許
運
転
、
総
務
行
為
、
放
備
品
ま
た
一

は
激
火
な
紛
失
お
よ
び
f

火
災
な
ど
に
一

よ
り
災
惑
を
受
け
た
機
会
に
は
、
文
一

鈴
し
ま
せ
ん
。

V
問
問
い
合
わ
せ
市
民
生
険
制
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そ
し
て
、
一
一
一
人
よ
り
火
勢
の
伶
問
問
た
ら

V
応
募
資
格
議
ぷ
つ
〈

L
野
地
紋
注

が
務
ま
れ
ば
、
自
然
と
や
も
は
ず
ん
ま
り
そ
の
鰯
辺
に
在
住
の
mw
綾
以
上
の
方

すロ

(mm
祁
4
年
5
帥月
1
日
以
前
倒
生
礼
〉

殺
し
く
官
制
り
合
え
る
伶
附
附
パ
ノ
〈
り
と
、

V
孫
娘
人
員
出
名
(
山
総
務
殺
多
数
の

終
に
つ
〈
り
あ
げ
包
学
ぶ
喜
び
表
分
か
場
合
は
総
淡
}

ち
t

甘

い

ま

せ

ん

か

包

糊

V

品甘い樹祭

E
0
0
0
m
m
〈
紋
材
等
め

wv
暗
中
盟
国
内
容
*
出
品
肢
の
こ
と
を
い
矧
ろ
質
問
捕
は
別
紘
一

づ
一
本
い
つ
ま
で
も
訴
刺
々
し
く
い
る
た

V
申
し
込
み
官
製
ハ
庁
キ
に
住
夜
、

め
に
*
一
識
し
上
手
、
問
問
き
ょ
や
省
氏
名
(
ふ
り
が
な
て
税
制
刷
、
集
年
間
片

山
恥
し
く
詳
ら
す
知
尚
へ
そ
の
他
悶
、
後
五
錨
番
号
を
明
総
し
、

5
月
四
mm

wv
会
議
つ
く
し
野
コ
ミ
ュ
ラ
ア
ィ
ホ
(
本
・
消
印
霧
効
)
ま
で
北
統
制
伸
子
部
判

i
ル

終

回

、

中

市

党

公

日

目

的

附

ご

一

と

よ

さ

学

級

V
日
時

sn山
山
門
口
(
金
)
か
ら
秘
H
月
第
付
加
い
へ

4
金
縁
日
制
。
午
前
日
時
か
ら
午
後
1
時

四

vmい
合
わ
せ
中
央
公
民
稼

宮
戸
部
〕

0
6
3
5

鍛
楽しきかな人生

身
体
障
害
者
向
け
術
品
四
校
宕
円
入
居

考
を
次
の
と
お
り
纂
蒸
し
ま
す
。

wv
間
同
総
名
・
所
設
議
灘
ぬ
孫
子
mm

東
我
孫
子
ー

γ同
世
間
剖
番

V
入
相
宿
資
絡
牛
車
約
子
を
常
時
後
附
m

vr あ

決

wmm満
γ
に
伸
、
7
、
終
業
委
員
会
妥

員
一
紋
織
準
は
、

4
月
間
日
日
い
令
係
納

税
山
城
が
日
付
わ
れ
、
後
数
出
名
に
対
し
て

立
絞
滅
的
総
出
山
教
は
お
お
寸
し
た
子
し

た
が
っ
て
、
滋
挙
ず
べ
き
委
員
約
数
台

怒
え
な
い
た
め
、

4
m円
以
お
機
能
鳩
町
選

棋
会
に
お
い
て
い
機
枚
以
に
よ
り
止
め
方

々
的
議
織
が
決
定
い
た
し
ょ
寝
か
し
た
。

鞠
判

担…

新
委
員
め
内
総
は
、
崎
明
験
問
一
袋
、
新

人
S
為
任
期
は
4
丹
羽
院
か
ら
今
後

3
年
間
聞
で
す
。

お
符
幾
世
下
」
航
際
線
制
官
民
会
話

筋
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力
巻

住
麗
表
示
維
持
審
理
事
業

湖
北
古
仙
川
阪
は
、
仏
属
議
一
部
制
肢
を

V
関
事
脱
線
側
附
5
H
月
8
日
〈
尚
月
〉
か
ら
出

災
絡
し
て
か
ん
守
山
μ
部
告
は
続
訓
閉
し
て
お
り
、
日
〈
本

J

伎
協
同
怒
号
淡
…
不
絞
や
町
表
部
批
…
一
前
絞
め
叶

m

v蹴
闘
機
脱
獄
品
柄
本
位
同
府
畿
一
前
向
山
艇
と
夜

緩
や
脱
落
、

4
4
朽
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
織
の
家
問
視
と
の
紋
絞
め
組
合
*
各
機

そ
の
た
め
州
市
で
は
井
出
居
表
鉄
総
持
管
明
暗
担
指
数
絞
め
暗
線
、
税
務
、
後
符
化
等

事
業
と
し
て
、
淡
脱
税
入
り
諮
森
を
次
*
事
業
所
、
ア
パ

i
ト
等
町
名
称
及
び

め
夜
桜
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
総
資
異
議
役
翁
姓
名
め
臨
時
総

が
お
何
い
し
ま
し
た
ら
ご
協
力
安
わ
り
関
マ
時
間
交
田
岡
市
戦
闘
踏
ま
た
は
市
め
務
総

常

時

ま

た

は

一

部

介

議

官

必

購

買

と

す

い

し

ま

す

。

暗

殺

殺

る
む
た
き
り
殺
人
や
織
口
市
法
務
人
や
み
な
お
南
側
議
後
は
ブ
レ

}
F絞
的
取
れ
ソ
不
審
な
ぷ
が
あ
り
ま
し
た
ら
身
分
絞

識
し
て
い
る
方
が
や
む
き
ん
な
い
渡
自
付
一
け
や
災
一
塁
宮
子
対
し
て
お
り
ま
す
倫
明
仇
常
的
提
一
手
議
米
し
て
く
だ
さ
い
窃

℃
一
時
的
に
ふ
川
崎
械
で
き
な
く
な
っ
た
場

V
鏑
査
区
域
湖
北
会
1
丁関号、，
M

山
γ
v
mい
会
わ
せ
庶
務
談
仲
民
総
淡
ぷ
係

ム
旬
、
総
数
に
保
護
し
、
お
燃
料
制
す
る
制
問
凶
へ

7
γ
8は
時

聞

く

〉

惜

〈

関

〉

Z
E
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静
2
1
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度
で
す
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ご
利
朗
く
だ
さ
い
。

V
申
拙
開
カ
法
務
総
給
付
親
殺
は
申
議
議

に
必
要
事
情
明
者
記
入
し
、
診
断
裁
〈
併

後
機
式
}
を
添
付
し
て
総
社
線
へ

V
保
護
制
剤
耐
問
E
m
制
的
と
し
て
7
日
間

V
入
部
間
続
段
・
後
間
m

係
越
市
時
介
獲
を
必
要
と
す
る
方

本
い
施
設
・
特
則
制
緩
滋
殺
人
ホ

i
ム
久

、
滋
官
時
(
市
内
E
秀
)

ま
費
用
:
1
日
1
8
9
0
R

ゅ
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鱗
介
緩
を
必
繋
と
す
る
方

業
施
語
'
e
U
か
り
開
時
保
銭
殺
人
ホ
ー

ム
〈
仏
関
市
十
余
一
一
)

*
焚
同
m
e
t
-摂
1
4
0
0
m門

wv淡
い
合
わ
せ
総
投
滋
恋
人
担
前
後
M
m

分譲者必要とする

華人の短麟撰轟輔鹿

入
居

保
鍵
推
進
岡
県
を
委
礎

し
て
い
る
身
体
竪
惑
が
い
る
幕
引
¥

か
っ
身
隊
殺
チ
岬
恨
の
交
付
を
受
け
て
い

る
こ
と
*
市
内
に
在
住
し
伎
察
資
ぬ

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
市
内
に
勤
務
し

て
い
る
方
$
綴
に
件
開
港
に
協
嗣
射
し
て

い
る
方
*
夜
に
同
級
し
、
ま
た
は
病

問問
L
ょ
う
と
す
ゐ
綴
族
が
い
る
こ
と

本
既
得
が
器
準
内
で
あ
る
や
月
(
表
1

2
事
務
)

甲
骨
都
銀
錦
織

5
丹
波
紋
ま
で
建
築
指
}

護

で
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申

込

書

襲

撃

淡
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各

村

議
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連

続

言

還

し

て
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ま
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入
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合
お
せ
機
築
総
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銀
出
冒
寝
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議
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内

務

開

ー格的制

叫
附
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目
さ
ん
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帥
糟
蜘
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内
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持
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役
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し
て
活
動
し
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ま
す
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増
進
、
抑
制
然
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予
防
対
繁
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齢
時
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桝
健
康
に
つ
い
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悩
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皮
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瞥
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槻
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傑
健
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別
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ま
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た
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問
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滋
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タ
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訂
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1
3
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と
権
問
問
の
脅
さ
ん
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を
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ブ



も
あ
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時
織
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ぶ
ち
ゃ
ん
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中
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い
い
辛
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ゃ
ん
体
絡
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て
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ま
す
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冷
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め

例
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け
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ん
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成
H
伐
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に
す
る
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て
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ま
す
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ぜ
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行
さ
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c
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終
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体
計
約
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ち
ゃ
ん

体
段
、
効
支
制
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、
ん
河
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鋭
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健
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制
絞
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わゆと

阪
乳
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時
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時
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後
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築
制
円
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6
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目
付
期
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日
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け
け
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〈
制
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叡
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後
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沼
岡
湘
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関
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日
日
ド
J
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1
1
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し

ニ
れ
が
も
父
親
・
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7
4
机
判
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幻
さ
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n

イ
仰
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htろ
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て
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k
p
A
4
m間
続
学
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阪
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税
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に
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川
、
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夫
憾
で
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号
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た
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7
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ま

せ

ん

か

ぜ

口
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夫
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事
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時
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…
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時
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付
け
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時
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榊
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目
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♂
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岡
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仁
岡
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叫
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右
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薬
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…
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薬
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な
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蹴
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。
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れ
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…

…
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、
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、
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迷
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激
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濯
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巧
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5
~

つ
身
体
に
注
射
し
て
酬
や
り
し
て
い
く
一

反
母
親
、
義
的
事
会
み
つ
め
な
一
い
っ
た
り
し
そ

J

J
八
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華
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。
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受
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入
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叫
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簡
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…
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が
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。
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を
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叫
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検
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縫
時
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わ
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と
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勺
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燃
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受
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熟
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児
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が

、
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熱
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け
る
い
快
犯
一
ひ
ら
風
い
い
は
や
依

ワ

そ

め

ぬ

出

閉

山

川

M

内

平

ふ
た
~
弓
窓
会
ぬ
え
告
が
ら
お
慌
の
絞
め
下
明
、
深
呼
吸

す

ゐ

問

問

中

絹

滋
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一

問

一

?
r
f量川町
訪

れ

d
u
w十
時

三

い

時

計

十

三

手

芸

~

一

議

(

陰

晴

ゆ

瞳

両

議

議

結

騒

九

一

ー

ま

と

ま

り

…

生

き

て

準

え

主

て

〈

る

を

災

事

会

ら

し

く

斗

江

町

内

勺

れ

れ

い

れ

れ

持

計

十

日

1
汁

休

行

詰

れ

ば

山

口

で

…令一
JjJ

ず
二

7
汁]司
d
d組
組

閣

制

一

い

れ

ば

い

い

め

じ

ゃ

叉

女

ら

し

い

J
と

事

的

序

文

で

霊

長

も

の

で

す

二

人

2護
く

に

あ

る

の

で

し

ょ

う

か

悶

手

2i
膏宣み号!!管::!た2
之
;
ら
へ
よ
、5森守

一罷髄九九…
Y

毒碍
L
ト

iI十ト
l;;i!ii!ト十
i
{
f
I上
ト
じ
ド
ド
ド

Iじ
fド
f
rじ
主ι長
E
F主
FEkF上
ド
じ
ぷ
一
伽
長
瞬
、
人
に
陶
怠
号
品
雲
を
的
ま
せ
る
よ
ヲ
制
剣
罪
刷
抑
諜
κ作
停
の
戦
譲
縦
の
入
牢
然
告
~
ぽ
に
、
吋
必
鰐
も
知
‘
ら
り
子
ず
叫
域
葉
拭
毅
郊
品
や
義
、
絞
絞
襲
碑
町
研
護
党
あ
常
義
符
桑
総
け
な
が
ら
、
執
さ
び
の
級
事
、
ヲ
て
ゆ
か
う
と
ゆ
か
う
。
活
か
ら
雪
警
季

語

室

長

義

的

た

め

に

お

絡

し

ま

れ

て

い

る

。

を

さ

が

あ

り

ま

す

ね

密

警

τこ
の
常
識
人
北
若
手
生
涯
に
安
楽
に
す
ら
り
す
ら
り
と
綴
向
上
を
童
弁
天
に
小
林
一
奪
室
主
ど
、
総
し
い
だ
を
訪
ね
る
や
う
な
、
な
つ
し
た
い
@
景
品
れ
も
大
喜

が
た
て
ら
れ
ど
も
の
だ
と
い
う
Q

4

月
か
ん
会
長
を
絡
め
る
符
回
復
会
い
て
も
、
山
加
入
ほ
M
Y
い
の
俊
民
や
夜
開
問
的
一
で
綴
れ
添
っ
た
縫
い
…
一
人
的
一
入
、
作
品
す
べ
る
や
フ
な
断
線
総
務
な
生
滋
よ
り
地
域
文
化
に
貫
飲
し
て
き
ま
し
た
。
一
か
し
い
心
で
山
山
か
け
る
。
り
を
す
る
と
い
ふ
春
に
な
っ
た
ら
・

ま
た
、
豊
国
家
内
わ
き
に
は
術
的
銭
安
、
ん
に
駅
町
内
余
金
総
介
し
て
い
た
だ
カ
が
ほ
と
ん
ど
出
席
し
て
く
れ
ま
す
⑤
…
口
章
宏
手
践
活
で
飽
4
織

の

時

い

い

も

、

貧

し

寺

、

奮

し

さ

、

怒

し

さ

の

中

人

は

ま

ん

盗

事

務

局

的

効

間

判

明

平

会

民

間

附

八

十

八

ケ

所

を

議

っ

て

融

市

よ

殺
孫
子
絞
め
世
削
減
、
間
関
滋
3
5
8
号

お

樹

木

に

綾

織

さ

れ

て

い

る

裁

き

日

メ

い

た

吉

野

内

会

均

一

打

率

と

し

て

は

特

口

約

蕊

一

陣

ん

だ

品

目

す

こ

の

散

が

自

私

ゑ

殺

か

、

亀

犠

綴

機

拶

F

ぅ
。
句
給
制
問
時
間
制
ひ
ご
と
も
な
い

雲

い

の

産

会

ら

2
5
l
iほ

ど
の
エ
ノ
キ
が
ふ
や
お
り
勺
み
な
さ
ん

g上

こ

こ

に

さ

っ

た

活

動

は

し

て

い

な

い

ん

ま

、

て

喜

一

九

八

五

年

尺

5

2

F
電
器
設
業
主
主

t
Z
5臨

難

車

場

こ

め

ー

姦

を

7
け
て
申
く
ば
か

2住
宅

街

が

妻

子

第

一

際

空

お

り

芸

術

主

せ

き

入

に

縫

い

る

人

ぱ

か

ワ

で

一

塁

手

毎

年

?

三

子

供

た

ち

が

楽

し

み

に

し

士

、

手

空

爆

?

?

秋

二

一

寄

託

事

い

議

議

議

員

一

喜

輔

一

J

J

4

2

常

師

甘

い

離

を

校

ん

で

沼

氏

一

線

臨

時

…

抑

制

聞

に

は

て

い

る

八

坂

神

社

の

祭

礼

が

あ

守

ま

す

号

一

一

耳

夫

人

的

救

A

惜
し
で
総
分
き
れ
た
時
可

J

ぷ
m

f

J

Q

f

p

~

一

;

ご

y

ぷ
伊
際
位
奪
ゑ
ぞ

覧

会

議

誌

が

あ

る

。

子

供

霊

長

撃

的

問

を

繰

り

雪

、

一

警

に

な

か

Z女
性

的

言

、

静

ザ

(

鴎

年

ぶ

り

の

渓

ロ

癒

率

d

吋

女

人

山

濃

い

復

刊

!
J一
轟

管

当

主

章

子

淡

の

あ

る

受

燃

で

絵

ば

こ

の

町

内

会

は

、

問

削

和

お

年

同

引

い

い

殺

お

綴

り

を

絞

り

島

げ

て

く

れ

る

ん

で

す

。

刊

か

な

反

棚

慨

を

一

よ

ん

だ

も

め

で

す

。

れ

て

い

て

‘

末

問

時

日

悶

開

設

の

，

血

即

時

時

間

知

子

内

最

隊

出

械

に

あ

る

旧

家

持

街

道

、

そ

の

ほ

か

に

は

月

i
欝
防
犯
パ
ト
口
一
ぞ
れ
か
ら
際
部
、
手
間
照
明
間
繰
り
か
で
包
し
っ
か
り
と
飽
き
し
め
て
続
分
の
で
、
薮
埼
会
関
か
ら
章
子
的
作
容
を
学
こ
の
よ
う
な
料
開
肢
で
療
器
は
じ
ま
り
、
蛤
e

円
駄
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

(
現
礼
同
議
3
5
6
持
品
機
)
沿
い
め
附
則
的

i
f乞
行
つ
れ
九
日
ぺ
町
内
一
京
湾
滋

γ旬
、
そ
の
欲
も
絞
め
ら
れ
h
fよ
詩
文
悠
も
の
に
す
る
あ
る
も
の
い
を
求
め
た
猿
び
、
稀
本
的
『
女
人
出
約
三
を
章
子
的
達
〈
緩
め
立
つ
所
が
総
孫
子
で
、
挙
資
こ
れ
ま
で
苧
焚
織
は
多
く
的
作
家

会

と

し

て

発

尽

し

た

。

夜

絞

め

会

員

数

火

絡

を

総

澄

し

て

務

火

総

動

も

叫

引

っ

て

仇

句

女

人

山

同

居

k
m
3
)
炉
、
約
六
十
手
が
、

yuし
骨
官
滋
的
合
同
人
な
ら
到
底
紋
騨
(
大
分
際
〉
に
調
査
し
‘
女
性
史
的
財
は
燈
の
な
が
い
て
る
と
こ
ろ
と
教
え
に
搭
か
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

は
4
3
0
設

備

{

杭

続

可

滋

市

相

会

と

サ

い

ま

す

。

一

年

ぷ

号

に

、

議

長

師

削

減

畿

に

よ

っ

て

、

一

再

起

は

む

つ

か

し

い

J
i
-そ
の
停
車
検
と
地
絞
殺
か
ら
研
究
を
滋
的
、
公
開
斜
線
ら
札
、
苧
夜
間
出
を
神
間
し
市
対
で
行
器
淡
る
液
晶
帆
、
実
篤
、
削
指
数
、
楚
人
縫
な
Y
ヘ

ラ

ワ

!

?

ン

菜

室

内

会

マ

あ

る

。

こ

批

か

ら

は

、

み

ん

な

が

蓄

し

て

一

緩

や

か

な

朱

鋭

的

表

紙

と

量

的

見

的

中

か

ら

一

滴

一

捕

す

一

つ

め

畿

に

た

め

護

芸

術

的

国

霊
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で
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き
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い

事

強

気

を
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に
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く
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で
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望

書

名
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て

は

、

-

主

主

め

ら

れ

る

す

な

行

事

を

し

…

返

し

丹

後

械

で

、

悪

事

れ

ま

し

ぺ

め

て

ま

語

Ze立
て

た

人

章

子

季

語

誌

を

寺

つ

づ

け

て

漂

よ

わ

せ

て

い

聖

書

室

長

こ

こ

に

、

姦

室

主

主

祭

た
い
と
怠
っ
て
い
ま
す
a

そ
の
た
め
に
一
武
者
小
路
策
絡
は
「
僕
は
こ
の
本
山
総
恥
で
あ
る
と
鍛
宇
の
友
人
的
作
家
事
ま
し
た
。
こ
め
薦
者
内
務
力
に
、
濯
物
紛
り
み
ら
れ
る
銘
情
町
内
総
伏
と
世
帯
干
の
流
説
が
六
十
事
ぶ
り
に
律
的
。
こ
の
山
闘

も
町
内
雲
仙
則
的
中
心
と
な
る
笠
宮
線
…
の
肉
に
仰
向
も
か
も
す
て
た
女
在
、
女
生
開
套
は
評
し
て
い
ま
す
9

品
宮
内
瀦
燃
や
故
郷
の
務
先
章
、
、
ま
た
よ
〈
持
、
え
ら
れ
て
お
求
書
意
味
深
〈
表
現
で
あ
り
ま
し

裁
が
欲
し
い
で
す
ね
h

…
の
一
念
主
活
ふ
や
ヲ
な
も
の
を
瞬
間
ヒ
章
子
は
、
常
民
間
山
年
か
ら
隊
一
利
2
年
綴
岡
市
門
絞
精
や
災
者
小
同
時

4

敏

子

町

各

氏

ょ

う

a
y
a
lテ
ィ
フ
ル
・
ミ
ヂ
イ

芸

姦

村

撃

事

本

町

l
?
…
る
gie-s椅
も

か

も

す

て

た

濃

か

ら

に

か

け

・

襲

警

高

野

山

議

毒

事

実

を

絡

ん

で

復

宮

警

は

す

王

手
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へ訂
治政

議
鱗
榔
め
γ
繋
世
官
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軽
記
留
JHO
ぞ

戸
位
協
蝋
輔
婚
観
鍵
翼
堅
氷
川
さ
ん
と
済
輔
さ
ん
後
舗
内
盤
醐
輔

・
本
町
滋
夫
λ

れ

ま

し

た

。

て

総

裁

を

受

け

て

い

き

た

い

」

と

議

行
政
務
総
警
災
一
行
政
相
抑
制
州
委
員
と
は
、
前
史
的
後
帯
し
て
い
ま
し
た
。

と
し

t総
務
庁
後
骨
髄
ず
怠
丹
後
磯
さ
ん
の
毎
日
の
ゑ
滋
の
な
か
で
制
的
こ
る
遂
な
お
、
行
総
抑
制
談
H
H
白
紙
、
電
話
、

開
聞
や
交
通
一
、
受
漆
険
、
登
絞
‘
手
紙
の
い
ず
れ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

i
土
地
改
良
、
生
活
保
線
的
附
問
題
な
柑
相
談
は
様
相
竹
で
、
秘
密
は
嫁
〈
守

衛
ど
‘
後
続
的
仏
語
育
つ
い
て
の
晴
樹
ら
れ
ま
す
。

雄
同
や
樺
品
開
晶
、
要
望
を
公
平
・
中
立
今
行
政
相
制
緩
幾
園
開

な嫡嫡
3
者
約
辺
機
P
組問抑制を品
X27、
本
川
肇
氏
本
開
叫
3
の
加
の
mu

兵

そ
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終

決

め

た
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に

助

品

緩

や

必

恒

常

世

(
m
M

〉1
8
5
9

木
な
あ
っ
せ
ん
走
行
っ
て
〈
れ
る
方
涛
総
裁
子
氏
数
日
の
出
μ

の

こ

と

叫

し

ず

。

官

〈

制

〉

8
7
4
5

本
開
き
ん
M
H
.

市
的
助
役
や
動
干
刊
行
政
輯
駿
民
組
他
都
月
島
限
前
後

臨
un

め
た
こ
と
も
あ
る
一
打
数
級
験
出
血
か
午
前
回
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
(
広

子
な
方
で
ご
一
れ
か
ら
も
気
絡
に
抑
制
報
日
間
関
管
最
終
爾
的
+
増
田
氏
カ
レ
ン
ダ

栄
談
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
い
と
話
し

i
事
照
)

事

て

い

ま

し

た

@

事

餓

葉

市

役

所

市

民

総

談

議

:
:
ま
た

h

務
一
時
さ
ん
は
、
長
〈
肉
口

V
醐
問
い
合
わ
せ
広
織
広
務
議
広
問
時

3
v協
会
援
を
動
的
立
方
で
ぶ
m際
的

係

皆
き
ん
と
日
付
設
と
め
然
減
し
と
し
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色綱

れ

れ~

重喜

的
作
品
の
お
わ
り
は
、

151 

泊
ソ交

的
舶
が
間
見
事
に
液
凝
島
守
れ
て
い
ま
す
匂

天
王

が

4
持
4
目
、
覇
趨
式
行
わ
れ
部

綴
帥
斡
口
民
間
の
す
よ
機
が
先
ご
ろ
ん
品
川
ア
員
、
機
苅
自
治
会
、
以
挙
剛
関
係
翁
ら
が

しも

J
R沢
米
合
同
帆
か
ら
や
資
制
尚
治
山
財
閥
捕
し
、
問
削
滋
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
者
滋
る
様
戸
緩
闘
布
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男59を475人女58.911人
*t控孝善童文.37.091t空宇普〈や1.053t!H襲〉
@務総鴎喜書室霊湖北台分霊童 87-3筏あ
Or控室主草書悪霊童章子告をま分置吉 89-1311
曜語F町民E護襲撃霊童移動喜亘書事豊富 87…ω09
議汚然体穏健 87ペ 155
@喜器筋書主選毒事務所 85←1171
毒普段体匝襲警撃霊童謡主上センター 8喜一0141
嘩あらき韓関 88-4188
嘩つつじ主杢 88-0123
@さ主主君原繁華撃〈浄化機)87…237事

〈コミ)87-(司15(し然)88-25泣7
@布億総近隣センター 89-3740

179守、〈渓務〉島EB棺 (83)2126

易問締 5)'針。日(7.1<):方制給蹄

午前世燃から午後6時 (14BI<J:'F

議4G専務~)

砂話事自奇 術総会主望書誌2.3会議童話

炉問い苦言ね設 はj下罰(84)お89

争包詩 51'ヨ6Eヨ〈土〉午後1章者30

分から3時30支まく飲み物tt幾聖堂〉
砂織所 子普段会総書M 主主義議室主

1>量理事喜 市罪事滋(J)般波大学E主総著書

1>潤い会ね牧 草草罪懇控(84)5417 2962へ

午前8審者泊分襲撃をき

令書護所 F務総体育古語テ三二主こコート

b務総軍需織 的内定住署者

..霊童閤・章告書S整理 男女シンクjしス、

T人仁筏lOfIl

b申し込み・罪暑い合ね数 量悪意義で

住所、 主主名、 ま李総、 震富喜君主醤聖妻、 性

主主j者在日暗記し、 参加襲撃を添えて5河

口臼〈潟(0'荷主主〉霊長で!と滋花台7(J)

炉白書寄 5 Rl20Eヨから11月刊日霊堂

…Cの土種差Eヨ〈肉2霊号機度〉午後29者

tJを04跨

験場所 重量ヶを~jl主惑等学技

惨事事幾人畏 初級E高金三塁35潟、初

級u..喜喜重量言語15名〈織選〉

事砂程告し五Eみ・聖書い会君?t主 筏護霊1¥

刀キ!と{主所、氏名、書道毒事裁き号、役

務、 年量詰¥華重量産、爽誌を学審者綬悪妻、

溜f耳旅行経験(J)害事然高正記入l>、 5 
83の201還を自主高忠世俗7)2725へ 尽10Eヨ〈津主総事者支m該て~Iこま報ワ谷約

者自語審284…7鰻王立総ヶ主主務E器等学校

警書if1露軍際係官0474(46)ぼ)51へ

1>8普事 51'ヲ14Eヨ〈問、福天測泊三千

言u11草寺tJをう午後3誇幸

炉望書草野 重軽喜喜子信E主主主総主主孫子12シ b総書長 18.警i以上25綴宋望号のE替予

ター〈絞ぷ) か初任鎗 11万校総角、まま重量創設

炉内要望 書翼線刻険協を絡めと苓る 級車道交誠、苔護憲母語家免君子君主事脅主宰

炉問い合わせ 白書詰襲撃不惑主主万謀

総務約書害事長総内所世(告の器鉛4，1務

総務部庶務諜
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E事〈土属議Eヨ1<主午後09寺絡会〉

b場高時 湖1じtきε字決公盤的幾重華街

惨事堅手島期防 51'ヨqo匂より6t.H害
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協 9.5. 1 (6) 

砂臼善寺 5Fll0BC乃勺午詰Ul0B寺か
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惨害喜差異内容 記長律問警護さ主怒

券場所。罪悪い合わせ 子主義i準15裁
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報室宮〈事D232W号線約詰

老事議事選襲
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"B~寄 51'事16日eめから61'ヲ15
BC本〉のE間資'j(.本寝室主ヨ守高官Q草寺

霊露公団務111時代ぜこ華薄弱幼年 3IYiまかそう科書事ω分

砂8毒事 51'ヨア臼(B)<子高草刈絡 併話器話時 撲連発孫子力ントIJ恥クラ

砂B隠 51'ヨ288く鴎〉午震111後湾か (iJI総決行〉 ブ総苦言襲選

ら午後3草寺〈罪悪天宮寺中央公民館..縫合覇軍隊 布校駅紛 ..宣言語註 市均約往の女性

砂溺語青学費主宰公書量 炉問い合わせfIj，担税究セシター 惨E控隠おぞき(，事務若島数の草寺主主量襲〉

徐~著書 スタシブラj 、作おE号、 事豪華毒事宮(85)2481 脅か重量周 波総汚〈練習機およぴラ

華麗終J5、悪寒jJ¥館発注ど 院 長 冷 ー ヰi 存率ふん占ぷj ウントミ襲警潟Ia:i'き8事事撃事〉

律援なお、 さまつりω準普響、会話量殺さ謹 数波受..波重量 :::1)("フ獄事遣はさ号機世著書事

主主どの銘力穏を喜喜重義してい主主す。f:j手獲沼然勝会 b申し込み・隠し、合わせ I ¥t1キ

ル問い合わ宮 本士会主量殺を話主義会常 ..臼持 ら汚14臼〈日〉午前99寺fIjこ主主戸時、氏ぞ号、年齢、雪霊訪議室ま努

(84)1539 役所言語幾重言、 IE午終了〈霧島君暗証料、 明義己し、 5悶9Eヨ(&>:I議〉をまでにお

重量殺鈎祭ネF自)号自防総体育憲章世(87)1155へ

鈴鹿奪還産会

炉包爵 5尽19臼〈金〉午前守合草寺ガ 砂8際 51'ヨ14BC紛〉午後 H毒30

ら午後3時 分〈入著書総軍司〉 惨図書寺 f当局Zまそう来:$31'主主主で鈴

砂繊街ラモ3=台化近隣なエタ1>会協 w怒機殺事詩災銃 汚主主46ヨ霊協の午後守喜幸耳目白念ら

惨総書提 携党議事事害t宮司きょびj)てでラン b溌聖護 ガンの擦れ老手震設~に b話器高野 ゆ央公渓豊富、市災会館事事

テイコヲ主主義IJfこ障害め設)i!Dるか 扮織邸宅藍111務総E記 事惨演臨済露関氏〈銀事堂大学教義量3
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